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同
窓
会
創
立
三
十
周
年
に
向
け
て

同
窓
会
長

　土  

屋  

聖  

史
　

「
信
州
大
学
八
学
部
の
中
で
、
最
も
古
い
伝
統
を
継
承
す

る
教
育
学
部
の
み
同
窓
会
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
不
思
議
で

あ
る
。…
人
は
だ
れ
で
も
心
に
ふ
る
さ
と
を
求
め
る
。と
り
わ

け
、
青
春
を
燃
焼
し
尽
く
し
た
母
校
に
寄
せ
る
想
い
は
熱
い
。

…
学
部
の
開
学
か
ら
四
十
年
。卒
業
生
も
一
万
二
千
名
を
超
え

て
、早
く
も
現
役
を
去
ろ
う
と
す
る
者
も
い
る
時
期
に
達
し
て

い
る
。こ
の
機
を
逸
し
て
同
窓
会
設
立
の
機
会
は
な
い
。…
」

同
窓
会
報
第
一
号（
昭
和
六
十
二
年
八
月
十
一
日
発
行
）に

掲
載
さ
れ
た「
同
窓
会
設
立
に
熱
き
思
い
を
」と
題
さ
れ
た
巻

頭
言
で
の
同
窓
会
発
起
人
会
長
で
あ
る
松
橋
英
幸
氏
の
言
葉

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
、二
千
五
百
名
を
は
る
か
に
超

え
る
全
国
各
地
の
会
員
よ
り
、同
窓
生
の
熱
い
想
い
が
込
め
ら

れ
た
激
励
の
便
り
と
共
に
会
費
が
集
ま
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

昭
和
六
十
三
年
八
月
十
一
日
に
は
信
濃
教
育
会
講
堂
に
て
第
一
回

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
て
、松
橋
英
幸
氏
を
初
代
会
長
に
迎
え
て

「
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
よ
り
二
十
八
年
を
経
過
し
た
現
在
、
本
同
窓
会
で

は
会
費
納
入
者
へ
の「
同
窓
会
報
」の
発
行
、
会
費
未
納
者
へ

の
納
入
依
頼
を
行
う「
組
織
充
実
」、学
生
や
卒
業
生
へ
の「
研

究
助
成
」、
教
育
学
部
及
び
大
学
院
の
充
実
に
向
け
た「
学

部
後
援
」、
そ
し
て
、
八
月
に
は
記
念
講
演
を
含
め
た
通
常
総

会
の
開
催
等
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数

年
は
法
人
化
の
問
題
や
新
設
さ
れ
た
信
州
大
学
校
友
会
へ

の
参
加
の
問
題
等
を
乗
り
越
え
、
現
在
、
会
費
納
入
者
数
は

一
万
一
千
四
百
余
名
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
に
は
、
同
窓
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。三
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、我
々
に
は
冒

頭
で
ご
紹
介
申
し
上
げ
た
松
橋
英
幸
氏
の
言
葉
に
代
表
さ
れ

る
先
輩
方
の
熱
い
思
い
や
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、今
後
へ
継
承
し
て
い
く
役
目
と
共
に
、今
後
の
同

窓
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、先
を
見
通
し
た
十
分
な
検
討
を
加

え
て
い
く
役
目
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、会
員
皆
様
へ

の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
ま
す
。
創
立
三
十
周
年
を
ど
う
迎

え
た
ら
よ
い
の
か
、今
後
の
同
窓
会
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
の

か
等
、会
員
皆
様
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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平
成
24
年
度
の
北
校
舎（
N
館
）と
講
義
棟
の
耐
震
改
修

工
事
に
続
き
、
平
成
25
年
度
は
、
東
校
舎
の
耐
震
改
修
工
事

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
外
観
を
淡
い
紫
色
を
基
調
に
一
新
す

る
と
共
に
、
設
備
面
で
も
多
く
の
改
修
を
し
、
よ
り
使
い
易

く
機
能
的
な
校
舎
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
修
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

○
講
義
室
の
利
便
性
向
上

　

講
義
室
Ｅ
５
１
４
の
椅
子
を
座
り
や
す
い
タ
イ
プ
に
す
る

と
共
に
、
コ
ン
セ
ン
ト
も
設
置
し
、
研
究
会
や
学
会
等
で
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
室
の
視
聴
覚
設

備
を
従
来
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
と
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
全
室
更
新
し
、
授
業
や
諸
活
動
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
対
応
さ
せ
ま
し
た
。

○
研
究
環
境
の
利
便
性
向
上

　

特
別
支
援
関
係
の
観
察
室
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
更
新
は
じ

め
、
各
研
究
室
、
実
験
室
等
の
空
調
等
、
研
究
環
境
を
向
上

さ
せ
ま
し
た
。

○
東
門
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
と
ゴ
ミ
置
き
場
移
転

　

東
校
舎
改
修
工
事
に
併
せ
、
東
門
か
ら
続
く
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
フ
ェ
ン
ス
に
改
修
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
美
観
と
安

全
性
の
両
面
が
向
上
し
、
昨
年
度
の
地
震
で
も
倒
壊
の
被
害

を
免
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
門
横
に
設
置
し
て
い
た
ゴ
ミ
置

き
場
を
駐
車
場
側
に
新
設
す
る
と
共
に
、
旧
ゴ
ミ
置
き
場
を

自
転
車
置
き
場
に
改
装
・
転
用
し
、

美
観
と
学
生
ら
の
利
便
性
の
両
面

を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
で
、
こ
こ
３
年
ほ

ど
続
い
て
い
た
一
連
の
校
舎
の
耐

震
改
修
工
事
は
一
段
落
い
た
し
ま

し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
、
改
修
を

終
え
た
東
校
舎
並
び
に
各
校
舎
に

是
非
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
文
責
）東
校
舎
耐
震
改
修
検
討
委
員
長　

村
松
浩
幸

東
校
舎
の
改
修
工
事
完
了
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平
成
二
十
六
年
度
の
同
窓
会
通
常
総
会
は
、
八
月
十
一
日

（
月
）、
長
野
市
岡
田
町
の
「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
、

二
十
八
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

村
澤
修
吾
幹
事
の
進
行
の
も
と
、
古
幡
民
子
副
会
長
の
開

会
宣
言
、
土
屋
聖
史
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
長
団
に
、

丸
山
強
、
原
英
正
、
議
事
録
署
名
人
に
、
塩
原
義
郎
、
清
水

豊
喜
の
各
氏
を
選
任
、
書
記
に
望
月
弘
、
茅
野
公
穂
の
各
氏

を
任
命
し
て
議
事
へ
と
移
り
、
次
の
三
議
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
た
。

○
第
一
号
議
案

　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
書
、
歳
入
・
歳
出
決
算
及
び

財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

　

総
会
資
料
に
基
づ
き
、
中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
平
成

二
十
五
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
岩
田
靖
幹
事
よ
り
平
成

二
十
五
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
及
び
財
産
目
録
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
沢
弘
幸
監
事
よ
り
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
会
計

監
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、

全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し

た
。
な
お
、
学
部
現
役
生
へ

の
支
援
、
研
究
助
成
に
関
す

る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

○
第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
及
び
歳
入
・
歳
出

予
算
（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

　

総
会
資
料
に
基
づ
き
、
中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
平
成

二
十
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
岩
田
靖
幹
事
よ

り
平
成
二
十
六
年
度
歳
入
・
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。
な
お
、
退

職
さ
れ
た
校
長
先
生
か
ら
の
会
長
選
出
に
つ
い
て
の
検
討
、

一
般
社
団
法
人
化
の
検
討
、
新
聞
紙
上
で
の
広
報
な
ど
総
会

の
通
知
方
法
の
検
討
に
関
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

︹
平
成
二
十
六
年
度
事
業
大
綱
︺

一
、
同
窓
会
報
︹
第
二
十
八
号
︺
発
行
、
会
員
、
特
別
会
員

へ
の
郵
送

二
、
研
究
助
成　

教
育
学
部
留
学
生
後
援
会
基
金
へ
拠
出
、

教
育
研
究
に
対
す
る
補
助
、
学
生
課
外
活
動
へ
の
補
助

三
、
学
部
後
援　

学
部
・
大
学
院
充
実
に
向
け
て
の
援
助
、

就
職
活
動
へ
の
支
援

四
、
組
織
充
実　

支
部
組
織
の
強
化
、
地
区
代
表
を
通
し
て

卒
業
生
の
会
費
未
納
者
へ
の
納
入
依
頼
、
退
職
校
長
未

納
者
へ
の
納
入
依
頼
、
新
任
校
長
・
教
頭
未
納
者
へ
の

納
入
依
頼
、
在
学
生
未
納
者
へ
の
納
入
依
頼

五
、
長
期
構
想　
「
信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
」
へ
の
協
力
、

総
会
の
あ
り
方
・
基
本
財
産
の
運
用
、
同
窓
会
の
設
立

経
過
と
節
目
に
つ
い
て

○
第
三
号
議
案

　

第
十
四
期
役
員
の
辞
任
及
び
交
代
に
つ
い
て

　

土
屋
聖
史
会
長
よ
り
矢
嶋
直
徳
先
生
の
顧
問
の
辞
任
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
土
屋
会
長
よ
り
、
配
布
資
料

に
よ
っ
て
、
更
埴 

市
川
正
之
、
須
坂
上
高
井 

寺
島
寿
一
、

塩
筑 

塩
原
義
郎
、
庶
務
幹
事 

望
月
弘
、
事
務
局
長 
中
村
直

人
の
各
氏
へ
の
役
員
の
交
代
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
さ

ら
に
新
事
務
局
長 

中
村
直
人
氏
か
ら
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、

全
員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、臨
席
の
田
中
敏
氏
（
教
育
学
部
副
学
部
長
）

よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
古
幡
民
子
副
会
長
の
閉
会
宣
言

で
総
会
を
終
了
し
た
。

〈歳入の部〉
項　　　目 予  算  額 決  算  額 増・△減 備　　　考

1 前年度繰越金 1,076,143 1,076,143 0
2 会　　　　 費 5,720,000 4,940,000 △ 780,000 247名入金
3 雑 収 入 10,000 637 △ 9,446 利子

歳 入 合 計 6,806,143 6,016,780 △ 789,446
〈歳出の部〉

項　　　目 予  算  額 決  算  額 増・△減 備　　　考
1 会 議 費 580,000 407,820 △ 172,180 総会・役員会等
2 事 業 費 1,300,000 1,103,939 △ 196,061 会報・学部後援等
3 事 務 費 1,740,000 1,596,190 △ 143,810 会報発送・印刷等
4 事 務 委 託 費 1,586,000 1,586,000 0 雇用費等
5 雑 費 150,000 149,580 △ 420 連合会会費・謝恩会御祝儀等
6 予 備 費 1,450,143 90,000 △ 1,360,143 オリンピックパラリンピック功労金

歳 出 合 計 6,806,143 4,933,529 △ 1,872,614

平成25年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
自　平成25年4月  1日
至　平成26年3月31日

 歳入合計額　6,016,780円也
 歳出合計額　4,933,529円也

　差 引 残 額　1,083,251円也　翌年度へ繰越

第
二
十
七
回

　同
窓
会
通
常
総
会
報
告

学部後援費の贈呈

会長挨拶　土屋　聖史会長

講演　田中　敏 様
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昨
年
の
秋
、
国
立
大
学
改
革
の
一

環
と
し
て
、
文
部
科
学
省
主
導
の
も

と
で
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」
と

い
う
取
組
み
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」と
は
、「
国

立
大
学
が
現
在
果
た
し
て
い
る
役
割

と
と
も
に
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
、
特
色
や
強
み
を
伸

ば
し
、
社
会
的
機
能
を
今
後
ど
の
よ
う
に
果
た
し
て
い
く
か

の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
す
べ
て
の
国
立

大
学
の
す
べ
て
の
学
部
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

信
州
大
学
の
よ
う
な
地
方
に
あ
る
総
合
大
学
の
教
育
学
部

は
、
地
域
密
接
型
を
目
指
す
学
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

教
員
就
職
率
の
向
上
な
ど
具
体
的
な
数
値
目
標
が
明
記
さ
れ

る
と
と
も
に
、
新
た
な
教
職
大
学
院
の
設
置
に
加
え
、
今
後

の
少
子
化
と
教
員
需
要
の
減
少
を
想
定
し
て
、
新
課
程
の
廃

止
・
学
校
教
員
養
成
課
程
の
入
学
定
員
の
見
直
し
な
ど
の
改

革
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
進
め
て
い
ま
す
教
育
学
部
・
教
育
学
研
究
科
の
改
組

は
、
こ
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」
に
記
さ
れ
た
方
向
性

を
も
と
に
、
平
成
二
十
八
年
度
を
目
途
に
、
現
在
文
部
科
学

省
と
の
折
衝
等
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
の
八
月

に
は
、
最
終
的
な
結
論
が
出
る
予
定
の
た
め
、
次
の
機
会
に

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
新

た
に
設
置
す
る
教
職
大
学
院
の
概
要
を
少
し
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

大
学
院
に
お
け
る
教
員
養
成
・
現
職
教
員
の
再
教
育
機
能

に
関
し
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
で
は
、「
長
野
県
教
育

委
員
会
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
教
職
大
学
院
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
部
段
階
で
の
資
質
能
力
を
有
し
た

者
の
中
か
ら
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
の
有
力
な
一
員
と
な
り

得
る
新
人
教
員
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、
現
職
教
員
を
対

象
に
、
地
域
や
学
校
に
お
け
る
指
導
的
役
割
を
果
た
し
得
る

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
部
卒
学
生
を
主
な
対
象
と
し
た
大
学
院
を
再

編
し
、
現
職
教
員
の
再
教
育
を
主
眼
に
置
い
た
教
職
大
学
院

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
公
立
学
校
の
現
職
教
員
に
加
え
、

長
野
県
教
育
委
員
会
と
附
属
学
校
と
の
交
流
人
事
を
活
用

し
、
附
属
学
校
教
員
を
対
象
と
す
る
教
職
大
学
院
を
設
置
し

ま
す
。
公
立
学
校
や
附
属
学
校
に
勤
務
す
る
教
員
が
、
各
学

校
に
在
職
中
に
教
職
大
学
院
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
指
導
的

理
論
と
す
ぐ
れ
た
実
践
力
・
応
用
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成

を
図
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
ま
す
。
長
野
県
教
育
委
員
会
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
教
育
学
部
と
附
属
学
校
園
が

教
職
大
学
院
を
基
点
に
し
て
強
力
な
タ
ッ
グ
を
組
み
、
信
州

教
育
に
貢
献
で
き
る
優
れ
た
教
員
の
養
成
・
研
修
に
取
り
組

み
、
教
育
学
部
・
附
属
学
校
園
の
存
在
意
義
を
高
め
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
信
州
大
学
教
育
学
部

の
運
営
と
学
生
の
勉
学
に
対
し
て
、
教
員
採
用
に
向
け
て
の

模
擬
試
験
の
実
施
な
ど
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
教
育
学
部
教
職
員
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
部
・
大
学
院
改
革
へ
の
ご
理

解
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

︻
平
成
二
十
六
年
度
～
平
成
二
十
七
年
度
新
転
任
教
員
︼

　

間
島
秀
徳　

先
生　
（
美
術
教
育
）

　

青
木　

一　

先
生　
（
教
育
科
学
）

　

茅
野
理
恵　

先
生　
（
教
育
科
学
）

　

森
下　

孟　

先
生　
（
教
育
科
学
）

　

水
谷
瑞
希　

先
生　
（
志
賀
施
設
）

︻
平
成
二
十
六
年
度
転
退
職
教
員
︼

　

中
山
裕
一
郎　

先
生（
音
楽
教
育
）

　
　
　

平
成
十
三
年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

　

村
上
千
惠
子　

先
生（
教
育
科
学
）

　
　
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
着
任
、
定
年
退
職

　ご
　挨
　 

拶教
育
学
部
長

　平 

野

　吉 

直
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信
州
大
学
教
育
学
部
で
は
、
平
成
24
年
度
に
学
部
の
改
革

を
行
い
、
そ
の
年
の
入
学
生
か
ら
新
た
な
教
育
組
織
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
で
の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
入
学
生
た
ち
も
、
今
は
も
う
4
年
生
と
な
り
、
間
近

に
迫
っ
た
教
員
採
用
試
験
の
準
備
や
卒
業
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

時
の
流
れ
の
速
さ
に
は
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
す
が
、
社
会

状
況
の
変
化
は
私
た
ち
の
想
像
を
さ
ら
に
超
え
た
速
さ
で
進

ん
で
お
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
、
少
子
高
齢
化

な
ど
の
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、
高
度
化
・
複
雑
化
す

る
諸
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
教
育
に

お
い
て
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
像
の
変
化
へ
の
対
応
も
一
段

と
求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い

て
児
童
生
徒
に
21
世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
の
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
に
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
修
得
に

加
え
て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
成
す
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
知
識
・

技
能
の
修
得
に
重
き
を
置
い
た
学
校
教
育
か
ら
、
知
識
・
技

能
を
活
用
す
る
学
習
活
動
、
課
題
探
究
型
の
学
習
、
協
働
的

な
学
び
等
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
こ
の
新
し
い
学

び
を
創
出
で
き
る
実
践
的
指
導
力
を
有
す
る
教
員
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

加
え
て
今
日
の
学
校
教
育
で
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
と
い
っ

た
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
へ
の
対
応
、
英
語
教
育
、
道
徳
教

育
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
、
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
対
応
、

新
た
な
学
び
に
対
応
す
る
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
活
用
と
い
っ
た
複
雑
か

つ
多
様
な
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
変
化
に
応
え
、
よ
り
高
い
専
門

性
と
実
践
力
を
有
す
る
教
員
の
養
成
を
目
的
に
、
教
育
学
部

で
は
24
年
度
の
学
部
改
革
に
続
き
、
28
年
度
に
学
部
と
大
学

院
の
総
合
的
な
改
革
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新

た
な
教
育
学
部
及
び
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
教
育
を
具
体

的
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、
今
回
の
改
革
で
は
次
の
よ
う

な
点
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

〇
教
育
学
部
（
表
１
参
照
）

 

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
で
培
っ
て
き
た
人
材
養
成
力
を
活
か

し
て
新
た
に
「
野
外
教
育
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、
登
山
・
キ
ャ

ン
プ
、
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
野
外
活
動
を
指
導
で
き

る
教
員
を
養
成
し
ま
す
。

 

・
特
別
支
援
学
校
教
員
養
成
課
程
は
、
学
校
教
育
教
員
養
成

課
程
と
統
合
し
、「
特
別
支
援
学
校
教
育
コ
ー
ス
」
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

 

・
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
課
程
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
て
新
た
に
「
心
理
支
援
教
育
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、

い
じ
め
、
不
登
校
、
発
達
障
害
な
ど
へ
の
対
応
が
で
き
る
教

員
を
養
成
し
ま
す
。

〇
大
学
院
教
育
学
研
究
科
（
表
2
参
照
）

 

・
専
門
職
学
位
課
程
で
あ
る
教
職
大
学
院
（「
高
度
教
育
実

践
専
攻
」）
を
新
設
し
、
こ
れ
ま
で
の
修
士
課
程
と
専
門
職
学

位
課
程
の
2
つ
の
課
程
を
持
つ
研
究
科
に
な
り
ま
す
。

 
・
こ
れ
ま
で
の
修
士
課
程
は
学
校
教
育
専
攻
の
1
専
攻
に
統

合
し
、
そ
こ
に
学
校
教
育
専
修
、
臨
床
心
理
学
専
修
、
教
科

教
育
専
修
の
3
専
修
を
設
置
し
ま
す
。

 

・
教
職
大
学
院
は
、
教
育
現
場
の
複
雑
で
多
様
な
課
題
に

対
応
で
き
る
教
育
実
践
に
お
け
る
高
度
専
門
職
の
養
成
を
目

的
と
し
て
、
実
践
的
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の
学
校
現
場
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
授
業
科
目
と
、
近
隣
の
公
立
学
校
・
教

育
学
部
附
属
学
校
に
教
育
研
究
の
場
を
設
け
、
学
校
教
員
が

訪
問
し
て
協
働
で
問
題
解
決
を
図
る
「
学
校
拠
点
方
式
」
を

特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

 

・こ
の
教
職
大
学
院
で
は
、実
践
的
指
導
力・展
開
力
を
備
え
、

新
し
い
学
校
作
り
の
有
力
な
一
員
と
な
り
得
る
教
員
の
養
成

を
目
指
す
「
教
職
基
盤
形
成
コ
ー
ス
」
と
、
地
域
や
学
校
に

お
け
る
指
導
的
役
割
を
果
た
し
得
る
教
員
等
と
し
て
不
可
欠

で
あ
る
確
か
な
指
導
倫
理
と
優
れ
た
実
践
力
・
応
用
力
を
備

え
た
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
指
す
「
高
度
教
職
開

発
コ
ー
ス
」
の
2
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　平
成
28
年
度
学
部
・
大
学
院
改
組

学
部
・
大
学
院
組
織
検
討
委
員
会

　永
松

　裕
希
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私
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
、
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
山
道
を
走
る
遊
び
で
す
。

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
競
技
は
短
い
レ
ー
ス

は
10
㎞
、
長
い
レ
ー
ス
は
３
３
０
㎞
、
様
々

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
私
が
最
も
好
き
な
も

の
が
１
６
０
㎞
前
後
の
、
い
わ
ゆ
る
１
０
０
マ
イ
ル
レ
ー
ス
と
言

わ
れ
る
も
の
で
す
。
私
は
こ
の
競
技
で
２
０
０
９
年
よ
り
9
回
、

世
界
大
会
に
参
戦
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
日
本
山
岳
耐

久
レ
ー
ス
（
72
㎞
）
を
優
勝
し
て
か
ら
、
更
な
る
楽
し
み
は
、
と

考
え
た
と
き
、
世
界
大
会
に
目
を
向
け
ま
し
た
。
県
立
高
校
教
員

な
の
で
、
当
然
う
ま
く
い
く
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
、
チ
ャ
ン
ス
到
来
に
備
え
て
、「
楽

し
み
」
に
向
か
っ
て
練
習
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
の

冬
、
当
時
世
界
最
高
峰
と
言
わ
れ
て
い
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ

ス
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
一
周
す
る
１
０
０
マ
イ
ル
レ
ー
ス
、「
ウ
ル
ト
ラ

ト
レ
イ
ル
・
デ
ュ
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

大
会
は
２
０
０
９
年
8
月
の
終
わ
り
で
す
。
5
月
頃
、
職
場
で
出

場
の
許
可
が
出
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
す
。
さ
ら
に
練
習
に

熱
が
入
り
、
練
習
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
大
き
な
転
機
は
、
信
大
体
育
科
時
代
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
お
酒
を
一
切
や
め
た
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
楽
し

い
想
い
出
を
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
別
の
形
で
楽
し
さ
を

追
求
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
ス
ッ
キ
リ
や
め
る
こ
と

が
で
き
、
現
在
お
酒
の
な
い
生
活
は
７
年
間
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
7
月
下
旬
に
は
御
嶽
山
麓
で
開
催
さ
れ
た
１
０
０
㎞
の

レ
ー
ス
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
ー
ス
は
0
時
ス
タ
ー
ト
。
い

き
な
り
深
夜
で
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て
進
み
ま
す
が
、
3

時
頃
眠
く
な
り
ま
し
た
。
か
な
り
き
つ
か
っ
た
で
す
が
、
な
ん
だ

か
大
人
の
夜
遊
び
的
な
感
覚
に
な
り
、
朝
9
時
半
に
ゴ
ー
ル
で
き

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
8
月
中
旬
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の

シ
ャ
モ
ニ
と
い
う
街
に
向
け
日
本
を
発
ち
ま
し
た
。
コ
ー
ス
を
一

部
下
見
し
た
り
、
街
を
観
光
し
た
り
、
本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
体
は
充
実
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
、

早
く
走
り
た
い
、と
い
う
わ
く
わ
く
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
レ
ー

ス
当
日
、
シ
ャ
モ
ニ
の
ス
タ
ー
ト
会
場
は
２
０
０
０
名
以
上
の
ラ

ン
ナ
ー
で
溢
れ
か
え
り
、
身
動
き
を
取
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、

な
ん
と
か
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
き

く
息
を
吸
っ
て
集
中
力
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
に

混
ざ
り
合
い
18
：
30
、
１
６
９
㎞
の
旅
に
出
発
し
ま
し
た
。
私
は

楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
、
海
外
の
ラ
ン
ナ
ー
と
お
互
い
の

こ
と
を
話
し
た
り
、
ま
た
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、
夜
中
の
星
を
見

た
り
、
無
心
で
何
も
考
え
ず
に
走
っ
た
り
、
濃
密
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
今
も
と
て
も
仲
の
良
い
2
人
の
フ
ラ
ン

ス
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
24
時
間
、
私
は
シ
ャ
モ
ニ
の
教
会
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
多

く
の
声
援
の
中
、
8
位
で
ゴ
ー
ル
で
す
。
今
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ

と
な
い
幸
せ
な
感
覚
に
包
ま
れ
、
数
分
後
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
数
分
後
自
分
の
力
で
は
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き

ず
に
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
、
人
間
の
潜
在
能
力
は
計
り
知
れ
な
い
と
い
う
こ

と
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
出
来
事
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
未
知
な

る
世
界
、
未
知
な
る
自
分
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
４
月
４
日
、「
信
州
大
学
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
と
し
て
長
年
に
わ
た
る

指
導
と
強
化
に
よ
り
チ
ー
ム
が
優
秀
な
成
績

を
収
め
信
州
大
学
の
名
誉
を
高
め
た
功
績
と

尽
力
」
に
よ
り
、
同
窓
会
連
合
会
か
ら
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
す
べ
て
の
選
手
、ス
タ
ッ
フ
、サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
に
良
い
刺
激
を
与
え
て
も
ら
い
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
と
、
２
０
１
５
年
１
月
に

５
年
ぶ
り
８
回
目
の
イ
ン
カ
レ
（
全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
）
に
出
場
で
き
た
こ
と
が
こ
の
表
彰
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
高
校
生
や
卒
業
生
と
一
緒

に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
る
環
境
を
構
築
し
、
現
役
選
手
と
一
緒
に

試
合
へ
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
や
卒
業
生
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
現
役
の
選
手
に
と
っ
て
も
高

校
生
に
指
導
す
る
機
会
や
卒
業
生
に
就
職
相
談
を
す
る
機
会
な
ど

が
生
ま
れ
、
社
会
に
出
る
前
の
成
長
す
る
場
と
し
て
チ
ー
ム
が
変

わ
り
ま
し
た
。
イ
ン
カ
レ
出
場
も
、
そ
の
良
い
影
響
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
13
年
目
の
今
年
度
、
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
選
手
の
人
と
し
て
の
「
成
長
」
に
向
け
た
チ
ー
ム
作
り
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
成
長
し
て
く
れ
た
ら
と

漠
然
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
意
図
的
に
仕
掛
け
て

い
き
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
信
州

大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た
か
ら
こ
ん
な
自
分
に
成

長
で
き
た
、
社
会
に
出
て
役
に
立
っ
た
、
と
選
手
が
思
え
る
チ
ー

ム
作
り
に
向
け
て
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
話
す
力
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）」
の
向
上
で
す
。
大
学
在
学
中
や
社
会

へ
出
た
ら
、
自
分
か
ら
話
す
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
も
、
で
き
る
限
り
ロ
ジ

カ
ル
に
話
す
こ
と
が
相
手
に
伝
え
る
上
で
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前
に
「
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
」
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
「
自
分
が
成
長
し
た
い
と
思
う
部
分
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

自
分
が
成
長
を
望
む
部
分
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
選
手
達
が
ス

ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。
聞
き
役
に
は
質
問
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仲
間
の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
時
間
を

作
り
、「
話
す
」
機
会
を
積
極
的
に
作
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、サ
ッ

カ
ー
に
お
い
て
も
人
生
に
お
い
て
も
必
要
と
思
わ
れ
る
、
課
題
解

決
能
力
、
精
神
力
と
い
っ
た
も
の
も
成
長
さ
せ
ら
れ
る
チ
ー
ム
作

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
中
で
、
選
手
達
が
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
が
見
え
、

指
導
者
と
し
て
僕
自
身
も
さ
ら

に
成
長
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
、

「
楽
し
い
個
性
豊
か
な
プ
レ
ー
を

生
か
し
た
全
員
サ
ッ
カ
ー
」
を

目
指
し
な
が
ら
、「
共
育
者
」
と

し
て
僕
自
身
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
卒
業
生

の
皆
様
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

人
間
の
力

同
窓
生

　山
本

　健
一

13
年
目
の
挑
戦

同
窓
生

　大
坪

　
　梓
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教
育
学
部
同
窓
会
・
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

本
号
で
も
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
同

窓
会
研
究
補
助
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
主
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ
と
、

③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
て
い
く

こ
と
、
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓
会

員
（
同
窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
一
律
に
一
万
円
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
希
望
者
は
所
定
の
様
式
（「
研
究
補
助
願
及
び
研
究

概
要
」）
に
し
た
が
っ
て
、
同
窓
会
事
務
局
（
〒
３
８
０
︱

８
５
４
４　

長
野
市
西
長
野
6
︱
ロ
）
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
当
該
年
度
の
十
一
月
末
日
を
応
募
締
め
切
り
と
し
て
い

ま
す
。
応
募
規
定
な
ど
の
詳
細
な
内
容
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
に
は

必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
研
究
補
助
は
十

名
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
受
付
可
能
か
ど
う
か
の
確
認
の
た

め
で
す
）。

平
成
二
十
六
年
度
助
成
交
付
の
研
究
テ
ー
マ

①
柳
澤　
　

裕
（
長
野
市
立
若
穂
中
学
校
）

　

数
学
的
見
方
・
考
え
方
を
伸
ば
す

②
若
松　

洋
幸
（
長
野
市
立
若
穂
中
学
校
）

　

自
分
の
心
の
中
を
素
直
に
見
つ
め
表
出
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
表
現
題
材
の
開
発
（
美
術
科
）

③
海
沼　
　

元
（
長
野
市
立
加
茂
小
学
校
）

　

社
会
事
象
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
を
深
め
る
学
習
は
ど

　

う
あ
っ
た
ら
よ
い
か

　
　

～
地
域
素
材
「
往
生
地
リ
ン
ゴ
」
の
教
材
化
を
通
し
て
～

④
原　
　

英
正
（
軽
井
沢
町
立
軽
井
沢
中
部
小
学
校
）

　

復
興
と
命
の
俳
句

⑤
青
木　

秀
一
（
長
野
市
立
保
科
小
学
校
）

　

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
授
業
づ
く
り

⑥
原
田　

良
介
（
長
野
市
立
綿
内
小
学
校
）

　

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
実
施

⑦
望
月　
　

弘
（
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
）

　

附
属
研
究
の
日
常
的
な
公
開
を
目
指
し
て

⑧
小
島　
　

豪
（
千
曲
市
立
更
級
小
学
校
）

　

小
学
校
中
学
年
の
「
ゴ
ー
ル
型
ゲ
ー
ム
」
の
入
口
と
な
る

　

教
材
づ
く
り
と
そ
の
実
践
的
検
証

　
　

～
「
ダ
ブ
ル
ゴ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
」
を
通
し
て
～

⑨
瀬
下　

裕
介
（
長
野
市
立
更
北
中
学
校
）

　

生
活
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
生

　

活
を
工
夫
し
創
造
す
る
力
を
育
て
る
指
導
の
あ
り
方

⑩
村
澤　

修
吾
（
長
野
市
立
湯
谷
小
学
校
）

　

子
ど
も
の
「
問
い
」
を
中
心
に
す
え
た
授
業
の
あ
り
方

　

以
上
が
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
補
助
金
交
付
者
及

び
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
一
覧
で
す
。
こ
れ
ら
を
大
い
に
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

自
分
の
心
の
中
を
素
直
に
見
つ
め

　表
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
表
現
題
材
の
開
発

若
松

　洋
幸

　

小
さ
な
頃
、
家
に
あ
る
廃
材
を
使
っ
て
、
作
っ
た
り
落
書

き
を
す
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
。
多
分
あ
の
頃
の
経
験
が
私

の
美
術
教
師
と
し
て
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

そ
ん
な
表
現
活
動
を
授
業
の
中
で
で
き
な
い
か
？

　

授
業
の
中
で
、｢

何
を
作
っ
て
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
安
易
な
表
現
で
終
わ
ら

せ
る
生
徒
も
い
る
。
先
を
見
て
、「
で
き
る
、
で
き
な
い
」で

は
な
い
。「
や
っ
て
み
た
ら
こ
う
な
っ
た
」、で
い
い
の
で
何
か

し
ら
取
り
組
ん
で
み
て
ほ
し
い
の
だ
。
世
の
中
本
当
に
で
き

な
い
こ
と
な
ど
少
な
く
て
、
や
っ
て
み
た
ら
意
外
に
で
き
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
殊
の
外
多
い
も
の
だ
。
美
術
の
表

現
も
同
じ
。
表
現
活
動
を
通
し
て
経
験
値
を
高
め
て
ほ
し
い
。

そ
う
思
っ
て
、
中
学
校
３
学
年
で｢

私
の
心
の
世
界
」と
い
う

題
材
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ど
う
し
た
ら｢

表
現
」と

い
う
壁
を
乗
り
越
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら

授
業
を
進
め
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
は
そ
の
時
の
心
の
中
を
覗
き
こ
ん
で
み
て
決
め

る
。
画
用
紙
と
向
き
合
っ
て
描
く
の
で
は
な
く
、
シ
ナ
ベ
ニ

ヤ
に
布
や
段
ボ
ー
ル
を
貼
り
付
け
て
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
背
景
作
り
か
ら
始
め
る
。
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
モ

チ
ー
フ
を
決
め
、
素
材
や
表
現
方
法
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て

作
っ
た
り
描
い
た
り
し
て
い
く
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
思
い
つ

い
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
、
プ
ラ
ス
し
付
け
加
え
て

楽
し
く
追
求
し
て
い
く
。

　

写
真
の
作
品
は
、
昨
年
度
の
一
押
し
作
品
。
大
好
き
な
ア

イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
洗
濯
さ
れ
た
舞
台
衣

装
や
会
場
で
売
ら
れ
て
い
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
作
っ
て
い
ま

す
。
軽
量
粘
土
で
作
っ

た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
お

い
し
そ
う
で
…
。　

最

初
、
水
玉
模
様
の
背
景

に
は
驚
き
ま
し
た
が
、

作
品
が
完
成
す
る
と
、

「
な
る
ほ
ど
」と
納
得
し

た
の
で
し
た
。

同
窓
会
情
報

同
窓
会
情
報

同
窓
会
情
報

研
究
実
践
よ
り
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　卒
業
・
修
了
生
の

　就
　職
　状
　況

就
職
部
長　
　

三 

野　

た 

ま 

き

　

本
学
部
の
就
職
支
援
活
動
に
対
し
て
、
教
育
学
部
同
窓
会

よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
の
教
育
学
部
卒
業
生
及
び
大
学

院
教
育
学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
下
欄
の
表
の
と
お
り
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
教
員

就
職
率
は
昨
年
度
比
で
約
二
・
二
％
上
昇
し
、
こ
こ
十
年
間

に
お
い
て
は
歴
代
三
位
で
あ
っ
た
点
が
明
る
い
話
題
と
し
て

ご
紹
介
で
き
ま
す
。
ま
た
平
成
二
十
八
年
度
公
立
学
校
教
員

採
用
募
集
案
内
に
よ
り
ま
す
と
、大
学
院
修
士
課
程
在
学
者
・

進
学
者
に
対
す
る
採
用
猶
予
が
長
野
県
教
育
委
員
会
か
ら
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
学
院
在
学
中
に
受
験
校
種
の
専

修
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
大
学
院
修
士
課

程
（
博
士
前
期
課
程
及
び
教
職
大
学
院
を
含
む
）
に
在
学
し

て
い
る
者
は
一
年
間
、
来
年
度
進
学
が
決
定
し
て
い
る
者
は

二
年
間
、
採
用
を
猶
予
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
更
な
る
高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け
、
多
様
性
、
協
同

性
を
兼
ね
備
え
た
教
員
を
、
日
本
一
多
く
学
校
現
場
に
送
り

出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を
頂
戴

し
、就
職
支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平成26年度卒業生・修了生　進路状況
　　　就職・進学別

学部
（学習分野）・
大学院別

就　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　者 進　　学　　者 現

職

教

員

家

事

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備

考

県　　　　　　　内 県　　　　　　　外

計

教　　員　　外 大 学 院 研
究
聴
講
履
修
生

専

門

学

校

そ

の

他

小

計

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

小

学

校

中

学

校
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等
学
校

特
別
支
援
学
校

幼

稚

園

そ

の

他

小

計

公務員 会

社

員

病

院

ス
ポ
ー
ツ
施
設

福
祉
施
設

そ

の

他

小

計

本
学
教
育
学

研

究

科

他

大

学

一

般

心

理

学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

教　
　
　

員　
　
　

養　
　
　

成　
　
　

課　
　
　

程

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

臨床学校
教 育 学

男 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 0 ⎝ 2 ⑵ 1 1 2 2 5
女 1 1 ⎝ 1 1 ⎝ 2 ⎝ 1 1 1 1 4

総 合・生
活科教育

男 0 ⎝ 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⑴ 1 1 2 1 1 5
女 2 2 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 1 1 2 4

国語教育 男 3 ⑵ 3 ⑵ 1 1 ⎝ 4 ⑵ 1 1 5
女 7 2 1 ⑴ 10 ⑴ 1 1 ⎝ 11 ⑴ 5 1 6 17

社 会 科
教 育

男 3 ⑴ 5 ⑵ 8 ⑶ 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 10 ⑸ 2 1 3 13
女 3 3 ⑵ 1 ⑴ 7 ⑶ 3 ⑶ 3 ⑶ 10 ⑹ 1 1 1 1 12

数学教育 男 11⑹ 2 13 ⑹ 4 1 ⑴ 5 ⑴ 18 ⑺ 1 2 3 1 22
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 2 2

理科教育 男 3 ⑴ 1 4 ⑴ 1 4 ⑵ 5 ⑵ 9 ⑶ 1 1 2 1 12
女 1 5 ⑷ 6 ⑷ 2 1 3 ⎝ 9 ⑷ 1 1 1 1 1 12

音楽教育 男 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 1 ⑴ 1 1 1 3 4
女 9 ⑶ 5 ⑵ 14 ⑸ 1 1 1 3 ⎝ 17 ⑸ 1 1 3 1 4 22

美術教育 男 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1
女 2 1 ⑴ 3 ⑴ 0 ⎝ 3 ⑴ 1 3 1 5 1 2 11

保健体育
科 教 育

男 4 ⑵ 1 5 ⑵ 1 1 ⎝ 6 ⑵ 1 1 1 1 1 9
女 2 2 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 2

情報・技術
教 育

男 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 2 2 1 5
女 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 1 ⑴ 1

ライフプラン
ニング教育

男 1 1 ⎝ 2 ⑵ 2 ⑵ 3 ⑵ 2 1 3 6
女 5 ⑶ 2 ⑴ 7 ⑷ 1 1 2 ⎝ 9 ⑷ 1 1 2 11

英語教育 男 1 ⑴ 1 ⑴ 0 ⎝ 1 ⑴ 1 2 3 4
女 1 ⑴ 1 ⑴ 3 1 4 ⎝ 5 ⑴ 5

国際理解
教　　育

男 0 ⎝ 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⑴ 1 2
女 2 ⑴ 1 3 ⑴ 0 ⎝ 3 ⑴ 1 1 1 1 5

環境教育 男 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑵ 1 1 1 1 4
女 1 ⑴ 1 ⑴ 2 ⑴ 2 ⑴ 3 ⑵ 1 4

特別支援学校
教員養成課程

男 2 ⑴ 1 3 ⑴ 0 ⎝ 3 ⑴ 1 1 2 1 6
女 1 ⑴ 1 ⑴ 5 ⑵ 3 10 ⑷ 1 2 ⑴ 3 ⑴ 13 ⑸ 2 2 1 1 1 1 18

教員養成課程計
男 15 ⑻ 24 ⑿ 2 ⎝ 2 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 43 ㉑ 12 ⑹ 8 ⑸ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 20 ⑾ 63 ㉜ 3 0 5 0 0 0 2 10 10 7 3 0 1 21 0 0 2 7 103
女 34 ⑻ 21 ⑿ 0 ⎝ 9 ⑸ 4 ⑴ 0 ⎝ 68 ㉖ 14 ⑷ 3 ⎝ 0 ⎝ 2 ⑴ 2 ⎝ 1 ⎝ 22 ⑸ 90 ㉛ 3 0 14 1 0 4 22 4 4 3 0 11 0 2 1 4 130
計 49 ⒃ 45 ㉔ 2 ⎝ 11 ⑹ 4 ⑴ 0 ⎝ � ㊼ 26 ⑽ 11⑸ 0 ⎝ 2 ⑴ 2 ⎝ 1 ⎝ 42 ⒃ 153 � 6 0 19 1 0 0 6 32 14 11 3 3 1 32 0 2 3 11 233

生涯ス
ポーツ
課　程

地 域
スポーツ

男 4 ⑶ 1 ⑴ 5 ⑷ 1 1 2 ⎝ 7 ⑷ 2 2 4 1 1 1 13
女 2 ⑵ 2 ⑵ 2 ⑴ 2 ⑴ 4 ⑶ 2 1 3 1 8

野外教育 男 2 ⑴ 2 ⑴ 1 1 ⎝ 3 ⑴ 1 4 1 6 9
女 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 1 1 1

教 育 カ ウ ン セ
リ ン グ 課 程

男 1 1 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 2 2 2 6 7
女 0 ⎝ 1 1 ⎝ 1 ⎝ 1 1 1 3 6 2 2 10 14

非教員養成系計
男 6 ⑷ 2 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 8 ⑸ 2 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 3 ⎝ 11 ⑸ 3 0 6 0 0 0 1 10 3 2 2 0 0 7 0 0 1 0 29
女 2 ⑵ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⑵ 2 ⑴ 0 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 3 ⑴ 5 ⑶ 3 0 2 1 0 0 1 7 6 2 2 0 0 10 0 1 0 0 23
計 8 ⑹ 2 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 10 ⑺ 4 ⑴ 0 ⎝ 2 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 6 ⑴ 16 ⑻ 6 0 8 1 0 0 2 17 9 4 4 0 0 17 0 1 1 52

学 　 部 　 計
男 21⑿ 26⒀ 2 ⎝ 2 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 51 ㉖ 14⑹ 8 ⑸ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 23⑾ 74 ㊲ 6 11 0 0 0 3 20 13 9 5 0 1 28 0 0 3 7 132
女 36⑽ 21⑿ 0 ⎝ 9 ⑸ 4 ⑴ 0 ⎝ 70 ㉘ 16⑸ 3 ⎝ 1 ⎝ 2 ⑴ 2 ⎝ 1 ⎝ 25⑹ 95 ㉞ 6 16 2 0 5 29 10 6 2 3 0 21 0 3 1 4 153
計 57㉒ 47㉕ 2 ⎝ 11⑹ 4 ⑴ 0 ⎝ � � 30⑾ 11⑸ 2 ⎝ 2 ⑴ 2 ⎝ 1 ⎝ 48⒄ 169 � 12 27 2 0 8 49 23 15 7 3 1 49 0 3 4 11 285

教 育 学 研 究 科
男 1 6 ⑷ 1 ⑴ 8 ⑸ 1 1 2 ⎝ 10 ⑸ 1 2 3 1 7 1 1 2 2 1 2 24 ①
女 2 ⑵ 1 3 ⑵ 0 ⎝ 3 ⑵ 1 2 1 1 2 7 2 1 2 15 ⑤
計 3 ⑵ 7 ⑷ 1 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 11 ⑺ 1 ⎝ 0 ⎝ 1 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 2 ⎝ 13 ⑺ 1 1 4 1 0 4 3 14 0 1 1 0 0 2 4 1 1 4 39 ⑥

合 計
男 22⑿ 32⒄ 3 ⑴ 2 ⑴ 0 ⎝ 0 ⎝ 59 ㉛ 15⑹ 8 ⑸ 2 ⎝ ⎝ 0 ⎝ 0 ⎝ 25⑾ 84 ㊷ 7 13 0 0 3 4 27 13 10 6 0 1 30 2 0 4 9 156 ①
女 38⑿ 22⑿ 0 ⎝ 9 ⑸ 4 ⑴ 0 ⎝ 73 ㉚ 16⑸ 3 ⎝ 1 ⎝ 2 ⑴ 2 ⎝ 1 ⎝ 25⑹ 98 ㊱ 6 1 18 3 0 1 7 36 10 6 2 3 0 21 2 4 1 6 168 ⑤
計 60㉔ 54㉙ 3 ⑴ 11⑹ 4 ⑴ 0 ⎝ � � 31⑾ 11⑸ 3 ⎝ 2 ⑴ 2 ⎝ 1 ⎝ 50⒄ 182 � 13 1 31 3 0 4 11 63 23 16 8 3 1 51 4 4 5 15 324 ⑥

（注）　（　）は臨採で内数、○は外国人留学生で内数 就　職　率（学　部）（進学者を除く）　 92.37%
教員就職率（学　部）（進学者を除く） 71.61%
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 65.67%
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事
務
局
便
り

○
訃
報

　

第
七
期
同
窓
会
長
で
、現
在
顧
問
の
中
田
育
成
先
生
が
、平
成

二
十
七
年
六
月
十
五
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で
お
く
や
み
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
装
い
新
た
に
開
設

　

事
業
の
紹
介
や
同
窓
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

信
州
大
学
教
育
学
部 

同
窓
会 

で
検
索
、

ま
た
は
、以
下
のU

RL

を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shinshu-u.ac.jp/group/education-alum

ni/

○
研
究
補
助
受
付
中

　

研
究
補
助
申
請
を
四
月
よ
り
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。詳
細

は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、本
号
の
六

ペ
ー
ジ・同
窓
会
情
報
の
欄
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。昨
年
度
の
助

成
交
付
の
研
究
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届
を
事

務
局
宛
て
に
お
願
い
致
し
ま
す
。メ
ー
ル

で
も
結
構
で
す
。

○
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

　

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。同
窓
会
費
は
終
身
会
費
で

す
。未
納
者
に
は
、後
日
、納
入
願
い
の

書
面
が
届
き
ま
す
。二
重
払
い
の
場
合

に
は
お
返
し
し
ま
す
が
、振
り
込
み
手

数
料
等
が
か
か
り
ま
す
の
で
全
額
返
金

は
で
き
ま
せ
ん
。

事務局連絡先
電　話　026-238-4370
月・水・金　9:30 ~ 16:30
HP http://www.shinshu-u.ac.jp/　
　  group/education-alumni/
Email 　kdousou@shinshu-u.ac.jp

　記
念
講
演
の
ご
案
内（
一
般
公
開
）

『
同
窓
会
を
よ
り
よ
い
血
液
活
動
に
』

元
長
野
市
教
育
長  

滝 

澤  

忠 
男

　氏

　

教
育
学
部
の
同
窓
会
総
会
は
、
本
年

で
二
十
八
回
を
迎
え
る
。
二
十
八
年
前

を
顧
み
て
、
先
輩
諸
氏
の
献
身
的
な
ご

努
力
に
改
め
て
、
深
い
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
に
一
粒
の
タ
ネ
を
蒔
き
育
て
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ

る
。
古
く
か
ら
、こ
と
が
な
る
た
め
に
は
、天
の
時
、地
の
利
、

人
の
和
が
合
致
し
て
成
立
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
代

会
長
松
橋
英
幸
先
生
を
中
心
に
同
窓
会
を
立
ち
あ
げ
て
い
た

だ
い
た
方
の
思
い
を
今
振
り
か
え
り
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
松
橋
会
長
も
会
報
に
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
利
害
得
失
を
超
え
た
心
の
ふ
る
さ
と
へ
の
回
帰
が

そ
の
根
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
私
は
、
そ
の
活
動
が
人
間
の
体
の
血
液
活
動
と

似
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
会
が
人
間
な
ら
ば
そ
の
活
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
全
身
に
運
ば
れ
ま
す
。
そ
の
血
液
に
は
、
酸
素
と

栄
養
素（
そ
れ
は
会
の
願
い
、
具
体
的
な
目
標
等
）で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
の
活
動
の
結
果
、
動
脈
か
ら
静
脈
の
活
動
へ

移
り
ま
す
。
静
脈
は
、
活
動
の
結
果
、
反
省
点
、
問
題
点
を
う

み
出
し
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
を
肺
臓
が
、
ま
た
新
し
い
血
液

と
し
て
体
全
体
へ
送
り
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返

し
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
約
三
十
年
間
の
歩
み
を
今
ふ
り
か
え
り
、
当
初
願
っ

て
い
た
同
窓
会
活
動
と
し
て
実
現
し
た
も
の
、
課
題
と
し
て

残
さ
れ
た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
直
面
の
活
動
と
考
え

ま
す
。
大
き
な
願
い
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
大
学
院
設
置
は
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

同
窓
会
は
、
あ
く
ま
で
も
荷
車
に
例
え
る
な
ら
ば
後
押
し

団
体
で
、カ
ジ
棒
は
、
あ
く
ま
で
も
、
学
生
諸
氏
や
教
育
学
部

自
身
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
は
、
改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も

な
い
こ
と
で
す
。そ
の
連
携
の
手
は
、信
州
大
学
と
し
て
の
連

携
で
、
県
民
か
ら
愛
さ
れ
求
め
ら
れ
る
大
学
と
し
て
、
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
会
員
の
参
加
を
期

待
し
、
脚
下
照
顧
、
足
も
と
の
素
朴
な
お
考
え
を
語
り
あ
う

同
窓
会
に
な
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

　

記
念
講
演
終
了
後
、「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」
に
お
い
て
祝
賀
懇
親
会（
会

費
四
、〇
〇
〇
円
）を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
へ
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。
申
し
込
み
は
同
封
の
葉
書
で
事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　日　時
平成27年8月11日（火）
午前10時より

　　会　場
長野市岡田町

「ホテル信濃路」

　　次　第
１．開会宣言
２．会長挨拶
３．議長団選任
４．議事録署名人の選任
　　並びに書記の任命
５．議事
　第一号議案　平成26年

度 事 業 報 告 及び 歳
入・歳出決算報告に
ついて

　第二号議案　平成27年
度事業計画（案）及び
歳入・歳出予算（案）
の承認について

　第三号議案　第15期役
員の改選について

６．来賓紹介、代表挨拶
７．閉会宣言

記念講演会：12時より
講師：滝澤 忠男 氏

祝賀懇親会：13時より

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

　第
二
十
八
回
通
常
総
会（
通
知
）




